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小
　
林
　
熙
　
直

　
　
中  

国  

の  

葬  

祭  

事  

情

　
　
活
得
起
、
死
不
起
の
世
界

　
　
独
占
経
営
は
改
め
ら
れ
る
か

　
九
月
末
、
『
農
民
日
報
』
を
整
理
し
て
い
た
ら
、

「
息
子
が
母
親
を
遺
棄
」
と
い
う
記
事
が
目
に
入
っ

た
。
山
東
省
の
農
村
で
、
末
期
癌
の
母
親
を
入
院
さ
せ

た
息
子
が
、
一
通
の
手
紙
を
残
し
て
姿
を
消
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
放
置
の
理
由
は
高
額
な
医
療
費
に
あ
っ
た
。
こ
こ
に

入
院
す
る
ま
で
に
す
で
に
一
五
万
元
も
負
担
し
、
息
子

は
四
〇
歳
過
ぎ
て
も
結
婚
も
で
き
ず
、
こ
れ
以
上
借
金

を
す
る
当
て
も
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
因
み

に
、
一
五
万
元
は
山
東
省
の
農
民
の
平
均
年
収
（
二
〇

〇
五
年
）
の
約
三
八
年
分
に
相
当
す
る
額
で
あ
る
。

　
現
在
、
中
国
政
府
は
農
村
で
の
新
し
い
医
療
制
度
の

普
及
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
保
障
さ
れ
る
の
は
せ
い

ぜ
い
一
件
当
り
一
万
元
程
度
で
あ
る
。
入
院
手
術
と
も

な
れ
ば
数
万
元
の
負
担
が
当
た
り
前
の
現
状
と
は
余
り

に
も
掛
け
離
れ
た
保
障
水
準
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
中
国
で
は
、
医
療
制
度
が
未
整
備
な
農
村
ば
か
り
で

な
く
、
都
市
に
お
い
て
も
家
族
か
ら
病
人
が
一
人
出
れ

ば
返
困
（
貧
乏
に
逆
戻
り
）
は
避
け
ら
れ
そ
う
に
な

い
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
死
を
選
択
し
て
も
家
族
の
負

担
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
公
共
墓
地
を
案
内
さ
れ
た
男
性
に
「
高
す
ぎ
る
、
頑

張
っ
て
生
き
抜
く
こ
と
に
し
よ
う
。」 

と
語
ら
せ
て
い
る

一
コ
マ
の
風
刺
画
が
あ
る
。
八
月
二
二
日
付
『
人
民
日

　
広
州
市
で
は
行
政
と
事
業
を
分
離
す
る
方
向
で
、
民

生
局
に
よ
る
独
占
状
況
が
改
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
従

来
、
民
生
局
直
属
の
葬
祭
管
理
処
と
葬
祭
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
が
独
占
し
て
い
た
事
業
に
国
有
、
民
営
、
外
資

企
業
な
ど
を
参
入
さ
せ
、
事
業
内
容
ご
と
に
価
格
（
料

金
）
利
益
率
を
設
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
（
1
）
政
府
公
定
価
格
：
火
葬
費
二
三
〇
元
、
遺
体

搬
送
費
一
二
〇
元
、
遺
骨
保
管
費
年
五
〇
元
そ
の
他
腐

敗
防
止
、
化
粧
、
消
毒
な
ど
の
費
用
は
各
市
の
物
価
局

が
定
め
る
。（
2
）
政
府
指
導
価
格
：
墓
地
な
ど
は
物

価
局
の
査
定
・
許
可
が
必
要
。（
3
）
市
場
調
節
価
格

：
主
管
部
門
の
設
定
し
た
利
益
率
に
よ
る
。
例
え
ば
広

州
市
民
生
局
の
審
査
・
許
可
し
た
利
益
率
は
同
市
葬
儀

場
の
場
合
は
四
〇
％
、
葬
祭
用
品
は
三
五
％
、
墓
地
な

ど
は
五
〇
％
な
ど
で
あ
る
。

　
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
か
ら
始
ま
っ
た
改
革
に
よ
り
、

今
年
二
月
末
時
点
で
の
広
州
市
葬
祭
場
の
収
入
は
二
〇

〇
四
年
比
一
〇
％
低
下
し
、
な
か
で
も
葬
祭
用
品
か
ら

の
収
入
は
二
〇
〜
三
〇
％
も
減
少
し
た
と
い
う
。
葬
祭

用
品
の
価
格
は
、
葬
祭
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
独
占
時

に
は
原
価
の
数
一
〇
倍
か
ら
数
一
〇
〇
倍
で
あ
っ
た
だ

報
』
が
掲
載
し
た
こ
の
風
刺
画
は
、
生
き
る
こ
と
は
で

き
て
も
、（
金
が
な
く
）
死
ぬ
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う

最
近
の
葬
祭
事
情
を
実
に
よ
く
表
現
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

　
近
年
に
お
け
る
墓
地
や
葬
儀
代
の
高
騰
は
、
一
般
に

は
所
得
水
準
の
向
上
に
伴
っ
て
冠
婚
葬
祭
が
派
手
に

な
っ
た
た
め
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ほ
ん
と
う
の
要

因
は
葬
祭
事
業
が
行
政
や
一
部
業
者
の
独
占
あ
る
い
は

寡
占
下
に
あ
る
た
め
の
よ
う
で
あ
る
。

　
人
口
三
六
万
の
湖
北
省
荊
門
市
の
場
合
、
同
市
唯
一

の
公
共
墓
地
と
葬
儀
場
の
経
営
権
が
二
〇
年
と
い
う
期

限
で
民
間
企
業
に
譲
渡
さ
れ
た
結
果
、
墓
地
の
価
格
は

最
低
で
も
二
、
八
六
〇
元
、
条
件
が
良
く
な
る
に
つ
れ

九
、
八
〇
〇
元
、
一
万
八
、
〇
〇
〇
元
な
ど
に
な
り
、

最
高
は
一
一
万
元
に
も
な
っ
て
い
る
。
八
〇
〇
元
と
い

う
低
価
格
墓
地
も
あ
る
が
、
数
が
な
い
た
め
一
部
の

人
々
は
六
〇
キ
ロ
も
離
れ
た
田
舎
の
公
共
墓
地
を
利
用

せ
ざ
る
を
得
ず
、正
に 

死
ん
で
も
埋
葬
の
地
も
な
い

状
況
で
あ
る
と
い
う
。

　
市
の
民
生
局
は
江
西
省
の
撫
州
華
達
貿
易
公
司
に
独

占
的
経
営
権
を
売
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
局
内
に
墓
地

と
葬
儀
場
を
管
理
す
る
荊
州
市
葬
祭
管
理
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
を
設
立
し
、
そ
の
主
任
に
華
達
公
司
の
経
営
者

を
任
命
し
た
の
で
あ
る
。
一
企
業
へ
の
独
占
的
経
営
権

譲
渡
の
背
景
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
企
業
側
か
ら
の

紅
包
（
賄
賂
）
が
あ
り
、
市
側
か
ら
も
そ
れ
に
応
じ

た
密
約
が
あ
る
。
民
政
局
は
企
業
に
年
間
二
、
五
〇
〇

体
の
火
葬
を
保
証
し
、
葬
儀
取
扱
い
資
格
な
ど
で
も
優

遇
措
置
を
与
え
て
い
る
。

　
二
〇
〇
五
年
一
一
月
、
荊
門
市
中
級
人
民
法
院
は
、

同
市
の
前
民
政
局
長
と
企
業
と
の
間
の
密
約
を
調
査

し
、
前
局
長
を
七
年
の
有
罪
に
処
し
、
華
達
公
司
の
責

任
者
が
前
局
長
に
一
二
万
元
の
賄
賂
を
贈
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
た
が
、
同
公
司
は
未
だ
に
何
ら
の
処
罰
も
受
け

て
い
な
い
と
い
う
。
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「
生
態
墓
地
」
の
陰
で

け
に
大
き
な
変
化
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
行
政
改
革
の
結
果
と
し
て
想
定
さ
れ
た
ほ

ど
実
際
の
葬
祭
費
用
が
減
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え

ば
広
州
市
の
魏
氏
の
場
合
、
父
親
の
葬
儀
代
に
五
万
元

近
い
支
出
を
し
て
い
る
。
主
要
な
経
費
は
、
棺
桶
一
、

三
〇
〇
元
、
骨
壷
二
、二
〇
〇
元
、
喪
服
九
〇
〇
元
、

祭
壇
一
、八
〇
〇
元
、
鮮
花
一
、四
〇
〇
元
、
墓
地
一
万

三
、五
〇
〇
元
、
墓
碑
七
、八
〇
〇
元
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
魏
氏
の
場
合
の
高
額
な
葬
儀
も
決
し
て
例
外
で

は
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
は
経
済
力
の
向
上
と
と

も
に
伝
統
的
観
念
が
復
活
し
、
一
回
の
宴
会
に
二
、
〇

〇
〇
元
を
払
う
の
に
、
家
族
の
葬
儀
に
そ
れ
以
下
は
あ

り
得
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
が
人
情
の
よ
う
で

あ
る
。
業
界
事
情
に
詳
し
い
人
の
話
で
は
、
墓
地
を
除

い
た
最
低
の
料
金
単
位
が
五
、
〇
〇
〇
元
で
、
大
部
分

は
一
万
元
以
上
に
な
る
と
い
う
。

　
広
東
省
珠
海
市
で
も
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
か
ら
民

生
局
の
一
元
的
管
理
の
下
に
あ
っ
た
葬
祭
管
理
処
や

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
日
本
流
の
独
立
行
政
法
人
に
し

た
り
、
葬
祭
用
品
の
販
売
を
自
由
化
す
る
な
ど
の
改
革

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、

同
市
工
商
局
に
よ
る
民
生
局
直
属
の
葬
祭
管
理
処
の
不

正
行
為
に
対
す
る
処
罰
で
あ
っ
た
。

　
二
〇
〇
三
年
一
一
月
、
工
商
局
は
、
葬
祭
局
の
独
占

的
地
位
を
利
用
し
た
不
正
収
入
行
為
に
行
政
的
処
罰
を

課
し
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
八
月
の
香
洲
区
人
民

法
院
の
一
審
判
決
で
は
、
工
商
局
の
主
張
が
全
面
的
に

認
め
ら
れ
た
が
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
の
珠
海
市
中
級

人
民
法
院
の
二
審
判
決
で
は
、
不
正
収
入
の
五
〇
〇
万

元
は
認
め
ら
れ
ず
、
不
正
営
業
行
為
と
不
正
競
争
に
よ

る
一
二
万
元
の
罰
金
の
み
が
認
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

　
こ
の
種
の
独
占
的
地
位
を
利
用
し
た
不
正
収
入
行
為

の
存
在
は
決
し
て
珠
海
市
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
中

国
の
「
葬
祭
（
殯
葬
）
管
理
条
例
（
一
九
九
七
年
七
月

施
行
）
で
は
、「
い
か
な
る
単
位
・
個
人
も
許
可
な
く

し
て
葬
祭
施
設
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（
第
九

条
）
と
し
て
い
る
が
、
第
三
者
の
参
入
を
拒
む
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
、
葬
儀
事
業
は
実
際
に
は
管
理
責
任

者
で
あ
る
民
政
部
門
の
独
占
形
態
が
多
く
、
料
金
・
価

格
も
行
政
主
導
で
決
定
さ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

　
財
政
収
入
の
乏
し
い
地
方
の
県
・
市
に
と
っ
て
、
半

ば
独
占
経
営
の
可
能
な
葬
祭
事
業
か
ら
の
収
入
は
か
な

り
の
魅
力
で
あ
ろ
う
。
葬
祭
事
業
は
年
間
約
八
五
〇
万

人
を
対
象
と
す
る
一
大
産
業
で
あ
り
、
一
件
当
り
平
均

八
、
〇
〇
〇
元
と
し
て
も
六
八
〇
億
元
（
一
元
は
約
一

五
円
）
産
業
で
あ
る
。
地
方
政
府
の
財
政
収
入
面
か
ら

み
て
も
民
営
化
が
簡
単
に
進
む
と
は
思
え
な
い
。

　
第
一
一
次
五
ヶ
年
規
画
（
二
〇
〇
六
〜
二
〇
一
〇

年
）
に
お
い
て
中
国
が
目
標
と
す
る
社
会
の
一
つ
が
省

エ
ネ
・
環
境
型
社
会
で
あ
る
。
自
然
と
の
調
和
あ
る
発

展
を
目
指
す
中
で
最
近
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

「
生
態
墓
地
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
簡
単
に
言
え

ば
、
周
囲
の
生
態
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
墓
地
の
こ
と

で
あ
り
、
周
囲
の
生
態
は
樹
林
で
も
草
花
で
も
よ
い
が
、

墓
地
の
環
境
へ
の
負
荷
が
小
さ
い
こ
と
が
前
提
で
あ
ろ
う
。

　
理
想
の
一
つ
は
、
広
州
市
が
一
九
八
〇
年
代
末
に
白

雲
山
で
建
設
し
た
「
森
林
公
墓
」
で
あ
ろ
う
。
一
万

八
、
〇
〇
〇
柱
の
遺
骨
が
一
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林

に
、
墓
標
も
な
く
眠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
方
式

は
土
に
還
り
た
い
と
い
う
中
国
人
の
落
葉
帰
根
の
伝

統
的
な
考
え
方
に
も
、
生
態
的
な
景
観
を
維
持
す
る
う

え
で
も
良
い
よ
う
で
あ
る
。

　
「
生
態
墓
地
」
の
建
設
と
い
う
理
想
は
す
ば
ら
し
い

が
、
現
実
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
墓
地
の
環
境
負
荷
を

小
さ
く
す
る
た
め
の
条
件
の
一
つ
で
あ
る
火
葬
を
み
て

も
、
そ
の
実
施
率
は
五
〇
％
余
（
二
〇
〇
三
年
）
と
低

い
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
最
近
で
は
葬
祭
管
理
条
例

で
禁
止
さ
れ
て
い
る
耕
地
や
森
林
に
お
け
る
墓
地
の
建

設
や
宗
族
墓
地
の
復
活
も
報
告
萎
れ
て
い
る
。

　
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
山
村
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
ご

ろ
か
ら
山
林
に
一
〇
四
基
も
の
墓
（
土
饅
頭
）
が
建
設

さ
れ
、
一
基
建
設
さ
れ
る
度
に
大
小
六
本
ほ
ど
の
樹
木

が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
埋
葬
さ
れ
て
い
る
の

は
地
元
の
村
民
で
は
な
く
、
火
葬
を
好
ま
な
い
集
苧
市

の
住
民
で
あ
る
。
彼
ら
は
「
荒
山
墓
地
占
有
費
」
を

払
っ
て
い
る
が
、
一
件
当
り
の
額
は
二
〇
〇
〇
年
八
月

に
は
一
〇
〇
元
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
数
百
元
か
ら
干

元
を
越
え
る
額
で
は
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　
問
題
の
一
つ
は
領
収
証
が
村
の
党
委
員
会
書
記
の
名

字
で
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
書
記
が
着
任
し
て

以
来
八
年
間
、
村
の
財
政
が
公
開
さ
れ
た
こ
と
が
な

く
、
占
有
費
の
使
途
が
不
明
な
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一

つ
の
間
題
は
墓
地
の
一
部
が
山
林
の
使
用
権
を
請
負
っ

て
い
る
村
民
の
持
分
に
も
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
で
あ

る
。
党
委
書
記
は
、
林
権
は
請
負
者
に
あ
る
が
、
樹
下

の
土
地
の
支
配
権
は
村
に
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
と
い

う
（『
人
民
日
報
』06.1.24

）。

　
こ
の
村
で
は
道
路
拡
幅
に
伴
う
補
償
問
額
（
九
万
余

元
）
な
ど
も
あ
り
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
に
は
村
の
代

表
が
上
級
の
鎮
政
府
に
陳
情
し
た
が
、
何
ら
の
成
果
も

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
人
民
日
報
』
の
記
者
は
継

続
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
党
員
教
育
運
動
の
成
果
が
地

方
行
政
レ
べ
ル
に
ま
で
浸
透
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
生
態
環
境
に
ま
で
配
慮
す
る
中
央

政
府
と
農
民
の
権
益
に
は
目
も
く
れ
な
い
地
方
政
府
、

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
は
ほ
ん
と
う
に
可
能
な

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
（
こ
ば
や
し
ひ
ろ
な
お
・
ア
ジ
ア
研
究
所
所
長
）
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